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国
た

い

Ｌ

図

今
帰
仁
中
の
ソ
フ
ト
テ
エ
ス

女
子
が
優

勝

六
月
十
三
、
十
四
の
両
日
、
国
頭
地
区
中
体
連
夏

季
総
体
が
北
部
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。

初
戦
か
ら
接
戦
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
女
子
は
、
決
勝
戦
で
強
豪
屋
我
地
中
と
対
戦
、

フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
ま
で
も

つ
れ
る
大
接
戦
を
制

し
て
優
勝
を
果
た
し
た
。

な
お
、
七
月
に
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
派
遣
さ

れ
る
の
は
次
の
種
目
で
す
。

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子

Ｏ
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

女
子

Ｏ
卓
球
・個
人
戦

伊
差
川

美
穂

▲優勝 したソフ トテニス部

海
上
の
市
民

マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う
な
競
技
。

第
三
回
オ
ー
プ
ン
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー

ス
大
会
が
六
月
十
二
、
十
三
の
両
日
、
運
天
・

ウ

ッ
パ

マ
ビ
ー
チ
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

熟
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

大
会
初
日
に
は
個
人
競
技
の
六
百

ｍ
、
一
・

三
ｋｍ
、
一
下
五
ｋｍ
そ
し
て
、
一千

二
ｋ皿
リ
レ
ー

が
行
わ
れ
大
会
二
日
目
に
は
、
古
宇
利
島
を

出
発
し
、
ウ
ッ
パ
マ
ビ
ー
チ
に
ゴ
ー
ル
す
る
、

海
峡
横
断
レ
ー
ス
Ｏ
Ｔ
八
ｋｍ
）
も
初
め
て
行

わ
れ
た
。

ま
た
、
砂
浜
で
は
、
村
内

の
子
供
ら
が
大

勢
参
加
し
た
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
大
会
、
海
上

で
は
、
第
十

一
管
区
海
上
保
安
庁
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
を
使

っ
た
海
難
救
助

の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
。

3嘔 Bキ■0
レースと

i第31回オ■プンウオ‐タイスイムレ‐ス大会

P

▲海上保安庁による海難救助の
デモンス トレーション

_諄 猿 辞 _「_  
「

圭ダ

馨

e

ェ ▲いつせいに海に設び込む選手たち

▲大活躍した野尻選手(右 )と 山口選手(左 )

ヽ 章 ゞ
ト

ス
イ
ム
レ
ー
ス
の
優
勝
者

空
〈
百
口
ｍ
】

男
子
　
伊
波

毅
（沖
縄
）

女
子
　

雨
宮

晴
子
（東
一昼

【　一　・
一二
‐Ｋｍ
】

男
子
　
黒
川

保
隆
（東
京
）

女
子
　
大
西

希
（東
京
）

Ｔ
Ｔ
五
ｋｍ
】

男
子
　
山
本

拓
郎
（大
分
）

女
子
　
野
尻

奈
央
子
（福
井
）

Ｔ
Ｔ
二
ｋｍ
リ
レ
ー
】

チ
ー
ム
ガ
ッ
ツ

Ｔ
Ｔ
八
ｋｍ
】

男
子
　
山
本

拓
郎
（大
分
）

女
子
　
野
尻

奈
央
子
（福
井
）

▲子どもたちが大勢参加したビーチフラッグ大会
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が

穂
②
巽
轟
乙
室
祗
健
黄
雹

鬱
ぎ
修
て

東
京
都
出
身
の
蝦
名
さ
ん
が

猥
将
…コ
……ン
ウ
引
軋
ｋ
輌
ふ
Ｆ
一

会
員
同
志
の
親
睦
を
図
り
、
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
に
村
婦
人
会
の
定
期
総

会
が
五
月
十
九
日
、
村

コ
ミ

ュ
ニ

テ
イ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

会
員
約
八
十
人
が
参
加
し
た
総

会
は
、
昨
年
度
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体

験
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
な
ど
の
活

動
を
報
告
。
新
年
度
は
、
乙
羽
園

の
慰
問
や
環
境
美
化
作
業
な
ど
の

事
業
を
行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

我
那
覇
ト
シ
子
会
長
は
「
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
行

い
、
ハ
パ
員

の
き

ず
な
が
強
く
な

っ
た
。
婦
人
会
も

村
の
発
展
の
た
め
頑
張

っ
て
行
き

た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
た
。

ま
た
、
美
化

コ
ン
ク
ー
ル
で
優

秀
な
成
績
を
納
め
た
崎
山
区
と
仲

宗
根
区
が
表
彰
さ
れ
、
本
バ
場
か
ら

大
き
な
拍
手
で
祝
福
さ
れ
た
。

ｉ
　

か

（一
　

庁
　

４
一
　

ｉ

　

オ
　

一
一
　

▲

　

令

（
　

一
　

一

琉
球
島
唄
協
会
主
催
の
資
格
客

査
会
が
三
月
二
十
八
日
、
嘉
手
納

町
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
県
畜

産
試
験
場
宿
舎
（仲
宗
根
）
に
住
む

東
京
都
出
身
の
蝦
名
真
理
さ
ん
０
一

六
」じ

が
「新
人
賞
」
を
受
賞
し
、
関

係
者
ら
を
驚
か
せ
て
い
る
。

「本
土
で
耳
に
し
、
や
さ
し
い
三

線

の
音
色
に
引
か
れ
た
」
と
話
す

蝦
名
さ
ん
は
夫
の
真
澄
さ
ん
の
県

畜
産
試
験
場
勤
務
に
伴

い
、
昨
年

の
三
月
に
来
村
。
一
年
間
練
習
し
、

初
め
て
の
挑
戦
で
見
事
「新
人
賞
」

を
獲
得
し
た
。

審
査
会
で
は
、
審
査
員
を
は
じ

め
約
百
名
の
関
係
者
ら
が
見

つ
め

る
中
、
三
一線
を
手
に
、
課
題
曲
の
「大

里
ぬ
城
」
を
堂
々
と
歌
い
上
げ
た
。

師
匠

の
真
栄
田
義
昭
さ
ん
（同

民
謡
研
究
所
）は
、
「
本
土
出
身

の

蝦
名
さ
ん
が
い
き
な
り
琉
球
民
謡

を
習
い
た
い
と
た
ず
ね
て
来
た
時

は
、
と
ま
ど

っ
た
」
と

エ
ピ

ソ
ー
ド

を
話
し
、
ハ
画
格
率

６０
％
と
言
わ
れ

る
難
関
を
突
破
し
た
蝦
名
さ
ん
は

（　
へ一
（一　
一　
一　
一　
卜　
千　
れ一
（　
一一　
一

「
稽
古
を
重
ね
て
優
秀
賞
を
ね
ら

い
た
い
」
と
次
の
目
標
を
話
し
た
。

レ
受
賞
の
喜
び
を
の
べ
、

区
民
に
感
謝
す
る
仲
松
さ
ん

春
の
藍
綬
褒
章
を
受
賞
し
た
湧

川
区
の
仲
松
キ
ヨ
さ
ん

（人
一
歳
）

の
祝
賀
会
が
六
月
八
日
、
同
区
公

民
館
で
開
か
れ
、
親
族
や
区
民
ら

約

一
〇
〇
人
が
仲
松
さ
ん
を
祝
福

し
た
。

仲
松
さ
ん
は
、
二
十
九
年
間
に

わ
た
っ
て
村
内
の
労
働
力
調
査
を

担
い
、
五
年
ご
と
の
国
勢
調
査
や

県
の
商
業
調
査
な
ど
を
受
け
持
っ

た
。祝

賀
会
実
行
委
員
長
の
島
徹
区

長
は

「子
供
た
ち
を
育
て
な
が
ら

二
十
九
年
間
続
け
る
こ
と
は
、
並

大
抵
で
は
で
き
な
い
、
こ
の
受
賞

は
湧
川
区
の
誇
り
」
と
た
た
え
た
。

仲
松
さ
ん
は
、　
Ｆ
」
ん
な
立
派

な
賞
を
も
ら
え
た
の
は
、
区
民
や

村
民
の
協
力
が
あ

っ
た
か
ら
」
と

笑
顔
で
感
謝
し
た
。

'舅

,,II臥が
仲おキヨきんを
加福
香の褒章を受章

管

＞
平
成
十
六
年
度
の
新
役
員

鞠
↓

▲「三線の音色がすき」と話す蝦名さん

村
婦
人
会
定
期
総
会

凛
Ｒ

挙
貪

裏虫

繋
ｏ
無
■
～敬
Υ

吐
擬ポ
洋



(2004年 )平成16年 7月 1日 広 報 な き じん 4

北
山
口
想
（籍
）畜
露
いの記言
）

―
ゆ
か
り
の
母
校
な
れ
ば
こ
そ
―

二
月
号
で
校
長
時
代
の

「苦

・

楽
」
の
話
を
書
い
た
が
、
そ
の
続

き
の
よ
う
な
、
ゆ
か
り
の
母
校
な

れ
ば
こ
そ
の
話
を
二
～
三
書
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

入
学
式
に
は
じ
ま
る
新
学
期
。

ほ
ど
な
く
家
庭
訪
問
の
時
期
。
そ

れ
を
終
え
る
と
中
間
考
査
。
そ
し

て
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
と
な
る
。
授
業
参

観
、
学
級
懇
談
で
足
し
げ
く
廊
下

を
行
き
来
す
る
父
母
の
顔
々
の
中

に
、
三
〇
年
前
の
代
用
教
員
時
代

の
思
い
出
が
蘇
る
顔
に
二
～
三
出

会

っ
た
。

（そ
れ
が
お
父
さ
ん
で

な
く
、
す
べ
て
お
母
さ
ん
。
う
ら

若
き
青
年
教
師
の
脳
裏
に
深
く
刻

ま
れ
て
い
た
の
は
、
や
は
り
女
生

徒
の
顔
で
あ

っ
た
）
す
れ
違
い
に

軽
く
会
釈
、

「
こ
の
顔
は
、
間
違

い
な
く
！
」
と
思
う
や
間
髪
を
い

れ
ず

「
一
寸
々
々
、
あ
な
た
、
○

○
さ
ん
で
し
ょ
う
！
」
と
名
前
を

言
い
当
て
る
と
、　
一
瞬
緊
張
の
眼

差
し
が
、
急
転
破
顔

一
笑
と
な
り
、

「今
ま
で
覚
え
て
い
る
と
は
１
１
」

と
感
心
さ
れ
る
や
ら
、
　
口
見
え
て

い
る
は
ず
が
な
い
と
思

っ
て
挨
拶

も
せ
ず

・
。
」
と
恐
縮
さ
れ
る
や

ら
で
、
久
方
ぶ
り
の
相
互
確
認
の

出
会

い
は
感
動
的
で
、
母
校
な
ら

で
は
の
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

父
母
と
の
つ
な
が
り
が
古

い
縁

で
結
ば
れ
て
い
れ
ば
、
当
然
生
徒

と
の
つ
な
が
り
を
求
め
た
く
な
る

の
は
人
情
で
、
私
は
職
員
の
年
休

等
に
よ
る
授
業
の
空
時
間
を
か
な

り
積
極
的
に
埋
め
る
こ
と
に
協
力

し
た
。　
一
、
二
年
生
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
全
学
級
で
実
施
し
、
ク

ラ
ス
に
よ

つ
て
は
数
回
に
及
ん
だ

と

こ

ろ
も

あ

っ
て
、

と

き

に
あ

る

荻
室
で
は
生
徒
か
ら

「校
長
先
生

は
ヒ
マ
で
す
ネ
」
と
厭
味
を
言
わ

れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

ま
ず
初
め
て
の
ク
ラ
ス
で
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
挨
拶

（
一
期
卒
、

運
天
出
身
、
三
〇
年
前
代
用
教
員

等
）
の
後
、
持
参
し
た
出
席
簿
で

一
人
ひ
と
り
呼
名
し
、
顔
を
し

っ

か
り
と
見
て
出
身
字

（時
に
集
落

名
ま
で
質
問
）
を
確
認
、
生
徒
の

風
貌
、
話
し
方
な
ど
か
ら
私
の
五

感
を
刺
激
さ
れ
た
時
に
は
、
父
母

の
名
前
、
果
て
は
職
業
ま
で
聞

い

た
り
し
て
い
る
う
ち
に

一
時
間
は

過
ぎ
た
よ
う
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
と
き
た
ま
で
は
あ
る
が
、

生
徒
の
方
か
ら

「
父

（母
）
が
、

昔
校
長
先
生
に
教
え
ら
れ
た
」
と

い
う
発
言
に
出
合
う
と
、
待

っ
て

ま
し
た
と
ば
か
り
に
私
の
ほ
う
が

気
負

い
込
ん
で
、

「名
前
は
？

お
元
気
？
　
仕
事
は
？
」
と
生
徒

運

天

政

一

を
せ
き
た
て
か
え

っ
て
生
徒
を
困

ら
せ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
時
点
で

父

（母
）
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、

労
せ
ず
し
て
こ
の
生
徒
の
名
前
を

し

っ
か
り
と
覚
え
る
こ
と
が
で
き

た
。各

教
室
に
お
け
る
二
回
目
の
補

久
授
業
か
ら
は
、
昔
と

っ
た
杵
柄

が
ど
れ
だ
け
通
用
す
る
か
と

い
う

思
い
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

英
語
の
補
欠
授
業
に
出
向
く
こ
と

が
多
か

っ
た
。
事
前
に
用
意
さ
れ

た
基
礎
英
語
の
プ
リ
ン
ト
を
素
材

に
生
徒
に
対
応
し
た
が
、
こ
れ
に

興
味
を
示
す
生
徒
は
半
数
以
下
で
、

成
果
は
い
ま

い
ち
で
あ

っ
た
よ
う

に
思
う
。
こ
れ
ま
た
三
〇
年
前

の

代
用
教
員

（英
語
）
時
代
の
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
の
な
さ
し
め
た
業
で
ひ

と
り
よ
が
り
、
む
し
ろ
校
長
と
し

て

一
般
教
養
を
主
眼
を
す
る
素
材

で
対
応
し
た
ほ
う
が
、
生
徒
か
ら

も
興
味
を
持
た
れ
喜
ば
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
今
に
し
て
思
え
ば
、

組
合

（分
会
）
と
の
対
決
姿
勢
が

厳
し
い
時
代
で
あ

っ
た
だ
け
に
、

ス
ト
レ
ス
の
解
消
法
の

一
つ
と
し

て
、
こ
こ
に
救

い
を
求
め
て
い
た

の
か
も
、
な
ど
と
妙
な
懐
か
し
み

方
を
す
る
の
で
あ
る
。

補
欠
授
業

の
行
き
届
か
な
か

っ
た
三
年
生
に

つ
い
て
は
、
二

学
期

の
な
か
ば
頃
か
ら
三
学
期

の
初
め
に
か
け
て
、
放
課
後
四

～
五
名
ず

つ
割
り
当

て
て
校
長

室
で
面
接
を
実
施
し
た
。
あ
ら

か
じ
め
三
年

の
担
任
か
ら
家
族

調
書
、
進
路
希
望
調
書
等
を
取

り
寄
せ
、
ク
ン
ジ
ヤ
ー
浜

の
あ

ば
ら
家
に
持
ち
帰

っ
て
、
じ

っ

く
り
読
み
な
が
ら

一
覧
表
を
作
り
、

そ
れ
を
確
認
す
る
形
で
生
徒
と

話
し
合

っ
た
。
生
徒
た
ち
も
思

っ
て
い
た
以
上
に
素
直
に
対
応

し
て
く
れ
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

交
流
が
あ

っ
た
。　
一
～
二
年
生

に
対
応
し
た
補
欠
授
業
よ
り
気

持
ち

の
上
で
納
得
で
き
る
も

の

が
多
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。
と

も
あ
れ
、
補
欠
授
業
に
せ
よ
面

接
に
せ
よ
、
母
校
な
れ
ば
こ
そ

で
き
た
こ
と
で
、
こ
の
積
み
重

ね
が
三
年
目
の
卒
業
式
の
成
果

（全

卒
業
生
の
顔
と
名
前
が
重
な
っ
た
）

に
な

っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
ま

た
改
め
て
母
校
と

の
尽
き
せ
ぬ

縁

（え

に
し
）
を
か
み
し
め
る

の
で
あ
る
。
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プ
ロ
の
指
導
に
感
瀬
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０
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０
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０
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０
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●
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入
り
、
シ
ー
ト
ノ
ッ
ク
や
実
戦
形

式
の
簡
易
ゲ
ー
ム
等
の
順
で
進
め

ら
れ
、
仲
間
に
対
す
る
礼
儀
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
対
す
る
感
謝
な
ど
基
本

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

キ
ヤ
プ
テ
ン
の
山
内
大
君
０
一年
）

は
、
「
一
球

一
球
の
大
事
さ
を
あ
ら

た
め
て
知
り
ま
し
た
。
今
日
学
ん

だ
事
を
基
本
と
し
て
今
後
も

一
生

懸
命
頑
張
り
た

い
」
と
お
礼
を
述

べ
た
。

レ

投
球
動
作
を
指
導
す
る
坊
西
選
手

プ
ロ
野
球
選
手
の
技
に
触
れ
て

も
ら
お
う
と
今
帰
仁
中
野
球
部
（金

城
正
武
監
督
）
は
、
五
月
三
十
日
に

同
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
野
球
教

室
を
開
催
し
た
。

同
教
室
は
、
今
帰
仁
中
野
球
部

の
た
め
だ
け
に
行
な
わ
れ
、
綾
森

昭
彦
監
督
（福
岡

ハ
リ
ー
ズ
）
２
死

気

一
杯
の
指
導
と
坊
西
浩
嗣
選
手

（元
ダ
イ
エ
ー
）
の
プ
ロ
経
験
を
生

か
し
た
的
確
な
指
導
で
大
変
充
実

し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
仕
方
か
ら

斯
種
日
の
早
欧
み
競
争
が

大
受
け

今
帰
仁
中
で
野
球
執

８

●

＞

坊
西
選
手
の
話
し
を
熱
心
に
聞
く

野
球
部
員

●●
.

利
用
者
、
地
域
、
家
族
、
職
員

ら
が

一
緒
に
な

っ
て
楽
し
く
過
ご

そ
う
と
頭
文
字
か
ら
と

つ
て
名
づ

け
ら
れ
た
乙
羽
園
り
ち
か
し
運
動

会
が
五
月
二
十
九
日
、
同
園
で
行

わ
れ
た
。

入
園
者
の
金
城
安
子
さ
ん

（七

五
歳
）
が
大
き
な
声
で

「
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」
と
選
手
宣
誓
を
し
た

あ
と
、
車
椅
子
競
争
や
玉
入
れ
、

ボ
ー
ル
蹴
り
な
ど
の
競
技
を
楽
し

ん
だ
。

家
族
や
村
民
生
委
員
、
村
議
員

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に
参
加
し

て
会
場
を
盛
り
上
げ
、
今
帰
仁
ジ

ュ
ニ
ア
、
北
部
看
護
学
校
生
ら
が

運
営
を
手
伝

い
、
ス
ム
ー
ズ
に
競

技
が
行
わ
れ
た
。

家
族
会
長
の
小
波
津
忠
弘
さ
ん

は

「
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
子
、

孫
、
ひ
孫
も

一
緒
に
な

っ
て
楽
し

い
運
動
会
が
で
き
た
」
と
感
謝
し

て
い
た
。

＞

車
椅
子
競
争
を
楽
し
む
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

呉
我
山
区
の
恒
例
と
な
っ
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
五
月
二

十
三
日
、
村
運
動
公
園
サ
ブ
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。

全
員
が
参
加
し
て
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
や
、
ス
イ
カ
割
り
、
男
子

と
女
子
が
競

っ
た
綱
引
き
な
ど
多

彩
な
種
目
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
た
。

ま
た
、
ビ
ー
ル
や
お
茶
な
ど
を

い
つ
き
に
飲
み
ほ
す
新
し
い
種
目

の
「早
飲
み
競
争
」
で
は
会
場
が
盛

り
上
が
り
に
ぎ
や
か
な

一
日
と
な

っ
た
。

親
里
藤
子
区
長
は
「
今
年
は
参

加
者
も
多
く
、
楽

し

い
レ
ク
リ

エ

ー
シ

ョ
ン
大
会

に
な

っ
た
」
と
喜

＞

盛
り
上
が
っ
た
「早
飲
み
競
争
」

ん
で
い

た

乙羽国りちかし運動会

券年客りから
ひ孫まで
楽しbl― 口を

過ごす

民
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
大
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平
成
十
四
年
、
四
月
に
村
所
有
の
グ
レ
ー
ダ
ー
を
廃
棄
し
、
バ

ッ
ク
ホ
ウ
や
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
を
賃
借
し
て
未
整
備
道
路

の
補
修
を
行

っ
て
い
た
が
、
以
前
の
よ
う
に
は
維
持
補
修
が
で

き
ず
、
村
民
か
ら
不
満
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

村
で
は
、
未
整
備
道
路
等
の
維
持
管
理
業
務
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
、
小
那
覇
助
役
を
中
心
に
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
整
備
計
画
及
び
維
持
管
理
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
グ
レ
ー
ダ
ー
等
を
賃
借
し
、定
期
的
に
村
内
全
域
の
未

整
備
道
路
の
補
修
業
務
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
＞

櫓
脚
嫌
征
鉤
鴎
随
免

‐

農
開
期
に

農
隣
民
を
整
情

＞
農
機
具
を
整
備
す
る
農
家

湧
川
区
の
キ
ク
栽
培
農
家
が
中

心
の
グ
ル
ー
プ

「ル
シ
グ
ヮ
ー
△
至

（大
城
清
彦
会
長
）
の
会
員
約
十

一
↑
一
・・
一・
　
　
・４
一
一ｉ
一

・！
・
　
　
一
一
一　
一
　
・
一　
一　
一一
一一
ｉ　

・　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・≡　
　
一　
一一　
一

五
名
が
六
月
四
日
、
天
底
区
の
渡
久
山
整
備
工
場
で

今
年
も
農
機
具
の
点
検
、
整
備
を
行
な

っ
た
。

農
閑
期
に
農
家
が
集
い
、
管
理
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
の
整
備
を
始
め
て
か
ら
十
五
年
に
な
る
。
工
場

で
は
農
機
具
メ
ー
カ
ー
の
指
導
の
下
、
オ
イ
ル
、
刃

の
交
換
な
ど
が
手
ぎ
わ
よ
く
行
わ
れ
た
。

大
城
清
彦
会
長
は

「仲
間
と

一
緒
に
機
械
の
整
備

を
行
な
う
と
作
業
の
能
率
が
上
が
り
、
農
家
同
志
の

情
報
交
換
も
で
き
る
」
と

「
ル
シ
グ
ヮ
ー
会
」
の
目

的
を
話
し
て
い
た
。

村長選挙・村議会議員補欠選挙

「むらづくりにあなたの清き―票」

は投票日

ポ

H

兼次
全国

′J、 族6 生 /、が
大会に出場

平成 16年 8月 22日 任期満了に伴う村長選挙

と同時に村議会議員の欠員による補欠選挙が、

来たる8月 1日 (日 曜日)に 投票を行うことにな

ります。

有権者の皆さんは村選挙管理委員会から郵

送された入場券により指定された投票所で投

票して下さい。

今回の村長及び村議会議員補欠選挙で、有権

者として投票できるのは投票日までに満20歳

に達する人 (昭和59年 8月 2日 以前に生まれた人)

で、平成16年 4月 27日 までに今帰仁村に住所を

有する (届 出)に 至った人。なお、投票 日現在に

今帰仁村に住所を有 しない場合は投票できま

せん。

期 日前投票、不在者投票、郵便による不在者

投票等についてのくわしい問い合わせは村選

挙管理委員会へ。   電話562101(内 線401)

六
月
五
日
、
県
総
合
運
動
公
園

で
開
催
さ
れ
た
少
年
少
女
陸
上
競

技
県
大
会
女
子
四
百
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
に

「
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
」
（沖
縄

市
）
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
出
場

し
、
優
勝
に
貢
献
し
た
兼
次
小
学

校
六
年
生
二
人
と
関
係
者
が
六
月

十
五
日
、
村
役
場
を
訪
れ
た
。

出
場
し
た
の
は
、
島
袋
愛
子
さ

ん

（諸
志
）
と
仲
宗
根
冬
美
さ
ん

（与
那
嶺
）
。
七
月
下
旬
、
国
立

代
々
木
陸
上
競
技
場
で
開
か
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
が
決
ま
つ
た
。

二
人
は
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｈ
今
帰
仁
ア

ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
県

内
外
で
短
距
離
選
手
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
金
城
研
コ
ー
チ

（村
役

場
）
の
下
、
週
四
日
の
き
び
し
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
。

仲
里
吉
徳
村
長
は

「
い
ろ
ん
な

分
野
で
県
出
身
者
が
頑
張

っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
練
習
を
積
ん
で
、

県
を
代
表
す
る
よ
う
な
選
手
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

▲村役場を訪れた島袋さん (前列左)、

仲宗根さん (前列右)と 関係者
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村立中央保育所と仲宗根保育所の保育士が

産休に入るため、補充保育士を募集します。

■期間/平成 16年 8月～平成 16年 12月

日間い合わせ先/
今帰仁村役場 福祉課児童福祉係

盆 56‐4189

産

喜

育土

集
調子ふれあ L

押し花教奎

7月 24日 (土)午前 9:30～

村コミュニティセンターホール

無料 (但 し、材料費は個人負担)

1人約1,000円

15組 (30名 まで)

小学生とその親

7月 14日 まで (但 し、定員に達し次第締め切る)

社協 (a564742)山 内まで

住所、氏名、電話番号をご連絡下さい。

今帰仁村社会福祉協議会

ヽ
兄

も
Q

◆

6ο

主 催

員

象

込

定

対

申

期 日

場 所

受講料

北部地域における交通事故被害者対策の一環として、

下記のとおり巡回相談を行つています。

1 巡回相談実施日 毎月第 3水曜日(祝祭日を除く)

2相 談 時 間 10i00～ 1 5iOO

3 場     所 北部合同庁合

4 派 遣 相 談 員 沖縄県交通事故相談員 ]名を派遣

●お問い合わせ

文化環境部 生活企画・交通安全課/担当 :長 松

T E Li098-866-218フ

FAXi098-866-2フ89

どんな問題でもかまいませんのでお気軽にご利用下さい。

開所日:毎週水曜日 午後 1時30分～午後4時30分
場 所 :今帰仁村コミュニティセンター 1階相談室

※相談員が相談を受け秘密は厳守いたします。

相談室連絡先 盗56‐4742(本寸社協内)

村社会福祉協議会では、

ごとをもっりごと

あらゆる相談

ている方に対して、

で応じています。

1 夏季大会
大会期日・競技種日
平成16年 7月 16日 (金)～ 19日 (月 )

《ゴルフ・サッカー・ボート》
7月 24日 (土 )～ 25日 (日 )

《水泳。ボウリング・カヌー》
2 秋季大会の日程等

総合開会式 平成16年 8月 20日 (金)17時00分～

沖縄県立奥武山総合運動場 武道館
大会期日・競技種目
平成16年 8月 19日 (木 )～ 24日 (火 )

《テニス他21競技》
平成16年 8月 20日 (金)～22日 (日 )

《ホッケー、村運動公園》

3 冬季大会の日程等
平成16年 12月 3日 (金 )～ 5日 (日 )

《アイスホッケー》

〒900-O026 沖縄県那覇市奥武山町512(財 )沖縄県体育協会内
平成16年度第24回九州ブロック大会
沖縄県実行委員会事務局 電 話:09885冷 0134

瀬 更大学 学生採用証服
海上保安学校
受付期間:7月 20日 (火 )～ 8月 3日 (火 )

試 験 日:9月 26日 (日 )

試 験 地 :那覇市

海上保安大学校
受付期間:8月 26日 (本)～ 9月 7日 (火 )

S式 験 日:10月 30日 (土 )・ 31日 (日 )

試 験 地 :男Б覇市

※受験案内、受験申込書等の間合せは、
筈護海上保安署
署護市富里452の3 筈護地方合同庁舎 4階

金 53-0118(担当 大城)



(2004年 )平成16年 7月 1日 広 報 な き じん

介護保険‖の活免制度
災自や朱業・低所得などの一定の理由て
保険料を納めることが困難な事惜が生じ芝がたについては、
保険料の減免を受けることができます。

【対象者】
下記の事項①～③のすべてに該当する方 (又は、それに準ずる方)が減免の対象となります。

①世帯の年間収入額が生活保護基準以下であること。

②市町村民税納税者に扶養されていないこと。

③資産等 (自 宅以外)を活用してもなお、生活が困窮している状態にあること。

④その他、広域連合長が上記に準ずると認める者。

【申請に必要なもの】
・印 鑑 (認印可)           ・年金支給通知書等 l年金額が確認できるもので年金受給者のみ)

・被保険者の世帯全員の預金、貯金通帳  ・有価証券
・身体障害者手帳            ・加入している健康保険証
・ご本人及び世帯に働いている方がいる場合、給与証明、

また事業をしている場合は所得の収支が確認できるもの

※減免される保険料は、申請受付日に拘わらず、年額を減額します。 (翌年3月 10日 広域受付分まで)

・第二段階～第五段階までの年額の保険料が第一段階の金額と同額となります。
。第一段階の方の保険料は、半額の保険料となります。

【問合せ先】 ○沖縄県介護保険広域連合
〒9040197 沖縄県中頭郡北谷町北谷 2丁 目6番地 2

TEL 098-921-7802(業 務課賦課徴収係り)

○村役場 保険予防課 TEL 56-2101

―母子及び父子家庭等医療費助成事業一

0目  的
母子及び父子家庭等に対し、医療費の一部を

助成することにより、生活の安定と自立を支援
し、福祉の増進を図るための事業です。

●対象者
村内に住所を有し、医療保険に加入している

下記の方が対象となります。
●母子家庭の母と児童
0父子家庭の父と児童
●養育者が養育する父母のない児童

0手続方法
下記の書類をそろえ、役場福祉課で申請してください。
①戸籍謄 本  ②住民票謄本
③所得証明書  ④健康保険証
⑤印  鑑

7月 は現況届の月です。

現況届は毎年1回母子及び父子家庭等医療費助成

受給者が出す届です。

現況届の内容は、主に前年の所得状況と家庭内の

状況に変動がないかを確認し、引き続き対象者であ

るか否かを判断するために行うものです。

この届を出すと、新しい受給者証の交付及び8月

以降の医療費助成を受けることができますので、必

ず提出してください。

なお届は下記の日程で、役場福祉課で受付けます

ので、健康保険証、印鑑をご持参ください。

日 時 午前 9時～午後 5時 l午後12時～1時を除く)

7月 13日

(火 )

今泊、兼次、

崎山、平敷、
与那嶺、仲尾次、

謝名、仲宗根

志

地

諸

越

7月 14日

(水 )

玉城、呉我山、湧川、天底、勢理客、

渡喜仁、上運天、運天、古宇利

※詳細はお問い合わせください。

盗 56-4189(福 祉課)
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65歳以上のみなさん、

7月 から普通徴収の方の

平成16年度介護保険料納付が始まりま現
保険料の納めかたは、く霜森望色蚕弘嘉脇 泳9ξ定名ふれます。
いずれの納めかたになるかは、老齢・退職(基礎)年金の受給額などで決まります

S

特月u徴収 =年金から天引きされます。

【対象者】
老齢・退職(基礎)年金が年額18万円以上の方

【納めかた,

偶数月に支払われる年金から、2ヶ月分の介護保険料があらかじめ天引きされます

○仮徴収と本徴収

仮 徴 収 前年度の所得などをもとに本年度の年額保険料が確定します。その

年額保険料が確定するまでの期間|よ暫定的な保険料を納めます。なお、

今年度 |よ保険料支払しヽの平準化を実施したため、6月・8月 の保険料

が 4月 にくらべて低くなつてしヽる方々がおります。通矢ll書 を送付し

ましたので、こ確認下さしヽ。

4月・6月・8月

本 徴 収 決定した年間の保険料から、仮徴収分を差し引しヽた残額を10月・42月

2月 の 3期にわけて納めます。10月・12月 。2月

※老齢福祉年金・遺族年金 ,障害年金につしヽて|よ天引きの対象と|よなりません。
ゞ
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納付書で個別に納めます。

【対象者】
年度の途中で65歳になつた方
年度の途中で他の市町村から転入した方
年度の初め(4月 1日 )に |よ年金を受給していなかつた方

【納め方】
納期ことに、広域連合から送られてきた納付書をもつて指定の金融機関などで納めていた
だくか、□座振替によつて納めていただきます。
納期|よ 7月 (第 1期)～翌年 3月 (第 9期)となります。

※□座振替をと利用ください !

保険料が金融機関から自動的に振り替えられるため、納めにしヽく手間が省け、

納め忘れもなくなります。

取り扱い金融機関で、通帳届出E日、通帳、納付書を持参して「□座振替依頼書」に必要事項

ゥ         を記入し、申し込みます。(□座振替の開始|よ、申し込みの翌月以降となります。)    毒
ク ●■m州 酬 酬 酬 ‖ ‖ 削 酬 削 Ⅲ 船 削 W珈 山 酬 山 帥 mm削 酬 酬 m酬 削 mm削 削 wmmmm mmttwm mmm削 削 硼 削 削 酬 W酬 鮒 鮒 削 醐 削 側 酬 い ド

ゞ

【間含せ先】
○沖縄県弁護保険広競運含/〒 904ぃ019フ 沖縄県中頭部北谷阿北谷 2丁目 6番地 2

盗098‐92トフ802(業務課賦謀徹収係)

○村 役 場 / 保険予防課 盗 56口2101
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年に 1度は、あなたの体の総チェックを1～

|今年も住民検診の季節がきました。

毎年受けている方、全く受けたことのない方それぞれかと思います。

健康づくりの第一歩としてより身近な住民健診を受けてみませんか ?

今回はせつかく時間をかけて受ける住民検診を、上手に受けて頂く為の方法をこ紹介します。

0 ●

住民検診各字公民館 日程表

日 程 午 前 午 後

7月 23日 (金 ) 古宇利
7月 26日 (月 ) 運  天 上運天

7月 28日 (水 ) 天 底 勢理客
7月 30日 (金 ) 渡喜仁

8月 2日 (月 ) 湧  川 湧  川

8月 3日 (火 ) 玉  城 呉我山

8月 4日 (水 ) 越  地 謝 名

日 程 午 前 午 後

8月 5日 (木 ) 崎 山 平 敷

8月 6日 (金 ) 仲宗根 仲宗根
8月 9日 (月 ) 与那嶺 仲尾次
8月 10日 諸 志 兼 次

8月 11日 (水 ) 今 泊 今  泊

9月 5日 (日 ) 保健センター

詳しい内容については、

お気軽にご組談下さい、

お待ちしています。

※住民検診の時間、各検査料等、詳しい内容については「住民検診のお知らせ」を御覧下さい。

保健師だより

ワンポイントアドパイス

基本健康診査

食事の時間。内容に気をつけることで、血液・尿検査の正しい結果を得られます。

午前に検診を受けられる方 |よ、前日の食事オど早めに済ませ、当日の朝食を控えます。

午後に検診を受けられる方 |よ、当日の朝
~良

を軽く済ませ、昼食を控えます。

②医師の診察

医師からの適切なア ドバイス、検査を受けることが出来ます。

現在の体の調子、気になる事を遠慮せずに医師に伝えてください。

①食事の時間

が ん 検 診

毎年、同じように「要精査」との結果が出る方、肺の病気で治療中の方

又|よ、以前に治療を受けたことのある方|よ、病院での検査をお勧めします。

②腸がん検診

毎年、同じように「要精査」との結果が出る方、痔や腸の病気で治療中の方、出血等の自覚症状

のある方、以前に手術などの治療を受けたことのある方|よ、病院での検査をお勧めします。

③胃がん検診

短年同じように「要精査」との結果が出る方、胃の不快感、痛み等の自覚症状のある方、現在治

療中の方、以前に治療を受けたことのある方|よ、病院での検査をお勧めします。

①肺がん検診

◆お問合せ 今帰仁村保健センター 盆56-1234(保健師)
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▲天底区
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、

▲諸志区 ▲湧川区

―クイナ科一

頭からの上面は黒つぽく、オリーブ色の光沢がある。

クチバンは緑黄色で基部に赤色があり、メスよりもオス

の方が鮮やか。顔から腹部にかけては名のとおり白色。

沖縄・台湾。東南アジア・インドにかけて生息し、他の

クイナ類に比べ、水辺からかなり離れた所にいることが

ある。大井川河日、ナー トゥ、ジニンサ川打日付近でよく

見 られる。留鳥

五
二
二
〇
ク
リ
ー
ン
作
戦
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シリーズ今帰はり勁雄 ちの

シロハラクイナ

大井川河口

観察地 (村内、河口付近)

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)


